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古くからの
温泉地に長期滞在し、
入浴して病気を治療する

「湯治」

団体旅行としての
温泉地の発展

療養や保養の場としての
衰退

ストレス社会、高齢化社会であり、ワークライフバランスが求められる現代にお
いて、社会全体として、リフレッシュや健康長寿のための場づくり、仕組みづく
りが重要

官民一体となって地方創生、観光立国（インバウンド対策）を推進

温泉地の役割を見直し、「新・湯治」を提案
• 温泉入浴に加えて、周辺の自然、歴史・文化、食などを活かした多
様なプログラムを楽しみ、地域の人や他の訪問者とふれあい、心身
ともに元気になること

• 年代、国籍を問わず楽しめる
• 長期滞在を行うことが効果的

新・湯治
とは

国民共有の資源であり、温泉地の核となり、将来世代へ引き継ぐもの
日本は温泉や温泉地が持つチカラを十分に活用していないのではないか

温泉 ･･

エビデンスも重視！

1. 「新・湯治」及び「新・湯治推進プラン」の内容
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•温泉地全体の療養効果等を科
学的に把握し、その結果の情
報発信

•統一フォーマットの提示によ
り、全国的なデータの蓄積、
評価、公開

•ストレス社会、健康長寿社会
においての重要性を踏まえた
準備

「新・湯治」の効果の把握
と普及、全国展開

楽しく、元気になるプログラムの提供

•外湯めぐりの充実といった「にぎわいの創出」
•周辺の自然環境等の地域資源を一体的に評価し、
持続的な利用

•温泉地を拠点とした広域周遊、国立公園満喫プ
ロジェクトとの連携

･･ 「新・湯治」を提供する場としての新しい温泉地のあり方、
環境省や関係機関に求めることをまとめたもの

新・湯治推進プラン

推進体制
の構築等

•地域会社設立や観光組織（DMO
等）の活用による体制づくり、財
源確保

•地域外の民間企業等との連携
•関係省庁の連携

•泉質、地域資源を活かしたプログラムの提供
•多様な温泉地間の連携による情報発信等
•年代、国籍を問わず、長期滞在しやすい宿泊
プランづくり

温泉地の環境づくり

国民保養温泉地が中核
的・先進的な役割
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1. 「新・湯治」及び「新・湯治推進プラン」の内容

「新・湯治推進プラン」実現に向けた環境省ロードマップ（2018 -2022年度）

１ 「チーム 新・湯治」の
活動を展開します。

「新・湯治」を普及し、「新・湯治」を提供する場としての新しい温泉地を作っ
ていくために、考えを共有する地域、自治体、団体等を「チーム 新・湯治」と
して緩やかにネットワークでつなぎ、互いに情報・意見交換するとともに、温泉
地と企業等のマッチングを促進します。
また、政府内の関係する省庁（内閣府、厚生労働省、経済産業省、観光
庁等）と連携を進め、「チーム 新・湯治」ともつなげていきます。

２ 全国「新・湯治」効果
測定調査プロジェクトを
実施します。

温泉地で過ごすことのリフレッシュ効果等を把握する調査を全国で実施し、
結果を温泉地のPR 等に活用します。また、調査実施の過程で、「新・湯
治」の普及を図ります。

３ 温泉熱の有効活用を
進めます。

温泉熱の有効活用は、温暖化対策のみならず、燃料代等の節約にもつな
がり地域経済の安定においても重要ですが、まだまだ十分とはいえません。有
効活用を促進するため、「温泉熱有効活用のためのガイドライン（仮）」を
作成して普及を図るとともに、補助事業の効果的な運用を行います。

４ 国民保養温泉地の
活用方法を検討します。

国民保養温泉地は、国民の保養・休養の場として環境省が指定している
温泉地であり、「新・湯治推進プラン」の中核的な役割を担うことが求められ
ます。一方で、国民保養温泉地の知名度は高いとは言えず、プランの推進
の過程で、国民保養温泉地の社会的な意義の改めて見直し、その向上に
努めます。

５ 国立公園満喫プロジェ
クト等と連携し、インバ
ウンド対策を推進します。

外国人旅行者のニーズが多様化する中で、温泉地への旅行者も増加傾向
にあります。また、国立公園ではインバウンドを推進する国立公園満喫プロ
ジェクトが進行中で、外国人旅行者の受け入れ環境の整備が進んでいます。
「チーム 新・湯治」において、インバウンドをテーマとしたセミナーを開催するな
どにより情報提供を行うほか、国立公園満喫プロジェクトとの連携を行います。

「チーム新・
湯治」運営
事務局より
報告

全国「新・
湯治」効果
測定調査プ
ロジェクト事
務局より報

告
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1. 「新・湯治」及び「新・湯治推進プラン」の内容

（参考）ホームページのリニューアル



 新・湯治の推進には、多様な連携が必要不可欠。
 「チーム 新・湯治」は、温泉地を中心とした自治体、団

体、企業等による多様なネットワークづくりを目指した取
組。

 本ネットワークを通じて、温泉地において多種多様な連携
が生まれ、これまでになかった新しい取組が展開されること
を期待。

ネット
ワーク
づくり

 新・湯治の趣旨に賛同し、温泉地の活性化
に取り組む自治体・団体・企業を、「チーム
新・湯治」 とし、参加団体名や取組を環境
省ホームページで掲載、環境省主催セミナー
の開催及び全国温泉地サミット等への参加
を通じてネットワーク化。

2. 「チーム新・湯治」の概要

①「チーム新・湯治」とは

②「チーム新・湯治」に入ると
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 チーム員のみなさまを対象と
し、温泉地活性化に関する
各種テーマによるセミナーを開
催。

 環境省ホームページ、メーリン
グリスト（月1回）、全国温泉
地サミット及びセミナー等、
様々なチャンネルを通じて情報
共有を行い、チーム員間での
意見交換の場を設定。

セミナー

情報
交換
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＜第3回全国温泉地サミット5/25＞

＜チーム新・湯治HPページ＞ ＜チーム員名簿＞ ＜新・湯治セミナー in 阿賀野市10/19＞
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告
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①チーム員数、チーム員の構成

 平成30年4月13日より募集を開始し、221の団体・組織等が参加申込み
(平成31年3月15日時点。令和元年5月31日時点では、239件）

自治体, 39, 

17%

観光協会・温泉

協会, 26, 12%

ホテル・旅館, 38, 

17%団体, 46, 21%

企業, 55, 25%

個人, 17, 8%

チーム員の属性（n=221）

北海道, 10, 

5%

東北, 19, 9%

関東, 109, 

49%

中部, 32, 14%

近畿, 15, 7%

中国四国, 11, 

5%

九州, 22, 10%

未定, 3, 1%

チーム員の所在（n=221）
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

②チーム員の関心

温泉地活性化に向けたマスタープランづくり

施設のリノベーション

旅館再生事業

温泉地間の連携

地域資源を活かしたツーリズム

訪日外国人観光客に対する取組

自然等を活かしたアクティビティ

ガイドの育成

食または料理

泊食分離

旅行商品の造成

物産品等の開発

歴史または文化遺産

温泉街等のまちづくり

DMO（地域会社等を含む）

温泉の効能

福利厚生の場としての温泉地の取組

温泉地での健康増進プログラム

旅館経営の効率化

雇用や旅館の承継

エネルギーとしての温泉（熱や発電）

国民保養温泉地

源泉の維持や管理

クラウドファンディングを通した取組

IT化

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

(n=221) ※複数回答

（平成31年3月15日時点）
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

③「チーム新・湯治」セミナーの開催状況

第1回 温泉地でのイマドキの湯治を考える

第2回 温泉地を『リフレッシュできる環境』に再生する

第3回 温泉地×企業で、新しいスタイルの滞在を創出する

「温泉地の滞在を改めて考える」をテーマに、３回のセミナーを開催。

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告



-10-

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

第1回「チーム新・湯治」セミナー

テーマ 温泉地でのイマドキの湯治を考える

日程/時間
2018年12月5日（水）
セミナー13:30-16:30／交流会16:45-17:30

プログラム

内容・講師

1.開会挨拶
2.講師紹介
3.温泉地での過ごし方～全国各地の新・湯治の動き

4.イマドキの湯治への展開

【温泉地全体での湯治】
事例1.草津温泉の新・湯治について

講師：中澤敬様（草津温泉観光協会会長）

【宿からまちへの湯治】
事例2.柳屋のこと鉃輪のこと

講師：橋本栄子様（サリーガーデンの宿湯治柳屋代表取締役）

【宿での湯治】
事例3.観音温泉の湯治

講師：鈴木和江様（滝野川自動車・観音温泉代表取締役社長）

5.意見交換
6.閉会挨拶

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告
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趣旨

第1回 温泉地でのイマドキの湯治を考える

温泉地
全体
としての
湯治

宿から
まちへの
湯治

宿での
湯治

サリーガーデンの宿
湯治柳屋

（大分県別府市鉄輪温泉）

伊豆奥下田 飲泉、自家源泉

かけ流しの宿 観音温泉
（静岡県下田市横川）

草津温泉
（群馬県草津町）

出典：http://www.kannon-onsen.com/

古くからの湯治に加えて、各
時代時代でその時々のニー
ズや未来の過ごし方を掴み
取りながら、新たな湯治、そ
の時々のイマドキの湯治に取
り組み、その積み重ねが現在
の草津温泉の多様な湯治へ
とつながっています。

草津温泉
（群馬県草津町）

サリーガーデンの宿
湯治柳屋

（大分県別府市鉄輪温泉）

伊豆奥下田 飲泉、自家源泉

かけ流しの宿 観音温泉
（静岡県下田市横川）

出典：http://www.kannon-onsen.com/

鉄輪温泉の昔の湯治を復活させ
たいとの想いで宿を引き継がれ、
平成26年に 『湯治柳屋』としてリ
ニューアルオープン。 昔からあっ
たものを現代人の感性に響くカタ
チで設え表現するとともに、思い思
いにお客さまが過ごせるよう、多く
の選択肢を用意。さらに宿をまち
へ開き、まちの人と繋がりながら、
まちに「湯治」を展開されています。

観音温泉は、山の中の秘湯温泉
地として、その泉質や周辺の敷
地を活かしながら、お客さまや社
会のニーズを捉えて、多角的な
事業を展開されています。例え
ば、飲泉、湯治客室の設置のほ
か、全調理への温泉水の使用、
温泉水を使った化粧品や純米酒
づくり、温泉を利用したハウス野
菜の栽培とその収穫体験など。
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第2回「チーム新・湯治」セミナー

テーマ 温泉地を『リフレッシュできる環境』に再生する

日程/時間
2019年1月25日（金）
セミナー13:30-16:30／交流会16:50-18:00

プログラム

内容・講師

1.開会挨拶
2.講師紹介
3.『リフレッシュできる環境』への再生に向けた温泉地の動き

4.温泉地における取り組み～環境と財源の視点から
【民間の視点から】
事例1．東山温泉での３旅館一体同時再生と環境に関する取り組み

講師：深田智之様（株式会社くつろぎ宿代表取締役社長）

【行政の視点から】
事例2．阿寒湖温泉における滞在環境づくりと財源確保に関する取り組み

講師：秋葉薫様（釧路市産業振興部阿寒観光振興課課長）

5.意見交換
6.閉会挨拶

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告
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第2回 温泉地を『リフレッシュできる環境』に再生する

趣旨 • 温泉地に滞在することを通じて心身ともにリフレッシュし元気になってもらうため
には、温泉資源のみならず、温泉街をはじめとした周辺の環境を上手く活用して
いくことが重要。

• 本セミナーでは、自然、歴史・文化、食など活かした多様なプログラムの提供や
地域の人々とのふれあいの舞台となる温泉地を、今後どのように『リフレッシュ
できる環境』に再生して “新たな過ごし方” を提供していくかをチーム員の皆さ
んと一緒に考えます！

財源・資金

短期と中長期
での対応

役割分担

チーム員の皆さんと一緒に考えていきたい点

・環境再生のための財源は？
・資金はどこから？経営状況は？

・早急に対応しないといけない状況とは？
・中長期な方向性は？
・どこから始める？

・誰がどのような役割を担えばよい？
（行政、団体、企業等）

・土地、建物等の所有関係は？

『リフレッシュできる環境』ってどんな環境？
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第3回「チーム新・湯治」セミナー

テーマ 温泉地×企業で、新しいスタイルの滞在を創出する

日程/時間
2019年3月6日（水）
セミナー13:30-16:30／交流会16:50-18:00

プログラム

内容・講師

1.開会挨拶
2.講師紹介

3.温泉地で『時間や空間にとらわれない、新しい働き方』に関する、
企業および温泉地の動向（調査報告）

講師：田原祐子氏（株式会社ベーシック代表取締役）］

4.各社の取り組み状況発表
事例1．温泉地を第２のオフィスに～南紀白浜温泉の事例から
講師：八木重長氏（三菱地所株式会社ビル営業部専任部長）］

事例2．温泉地でワーケーション、
オフサイトミーティングを実施した企業の事例

講師：東原祥匡氏（日本航空株式会社人財本部人財戦略部
ワークスタイル変革推進グループアシスタントマネジャー）］

事例3．温泉の医用効果 「働き方改革」と温泉地でリフレッシュ効果について
講師：前田豊樹氏（九州大学病院別府病院内科准教授）］

5.意見交換
6.閉会挨拶

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告



１、温泉地×企業で、新しいスタイルの滞在を創出する

→ 『温泉地の活性化』・『課題解決』にも繋がる、

新しい湯治スタイルのあり方×企業との連携

チーム新・湯治♨ の意義
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温泉地

観光

自然資源

おいしい食材

地域活性化

企業

健康経営

働き方改革

生産性向上
ワークライフバランス

（シナジー）

新しい価値

＆課題解決
平日稼働率向上

創造力アップ

チームワーク

生産性向上
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

• 温泉地は日常の喧騒から離れ、恵まれた環境や自然があるリフレッシュできる環境です。こう
した環境の中で集中的にミーティングや研修を実施し、また、周辺の自然資源を活用したアク
ティビティを行い、地域の方々とふれあうことで、気分も爽快になり良いアイデアが生まれ、会
話も弾み、労働生産性の向上やチームビルディングにも役立つと言われています。

• 現在、IT企業をはじめ、さまざまな企業が、こうした発想を取り入れた、新しく、クリエイティブな
働き方である、「テレワーク＝情報通信技術 (ICT = Information and Communication
Technology)を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方」「ワーケーション＝Work＆
Vacation」「オフサイトミーティング＝職場を離れたプロジェクト＆ミーティング」を実施し、その
成果が注目されています。

• 本セミナーでは、実際に温泉地でオフサイトミーティング等を実施した企業及び温泉地からの
事例調査から、温泉地×企業で、新しいスタイルの過ごし方を創出する可能性を、チーム員
の皆さんと一緒に考えます。

第3回 温泉地×企業で、新しいスタイルの滞在を創出する

趣旨
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

（参考）セミナー・交流会・展示を通じたチーム員の活動の紹介、交流

回 第1回 第2回 第3回

参加者 73名 52名 74名

セミナー

展示

交流会

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

平成30年12月５日に「イマドキの湯治までの展開」として、草津温泉（群馬県草津町）、鉄輪温泉（大分県別府市）、
観音温泉（静岡県下田市）の3講師から事例紹介をいただいた後、インバウンド対策、長期滞在のための過ごし方、泊食
分離、若い世代への「湯治」のアプローチについて、参加者と意見交換を行いました（詳細は、以下を参照）。
開会挨拶では、勝俣孝明環境大臣政務官より「新・湯治」推進の背景として「温泉地の社会的役割の変化」や温泉

地活性化の大前提となる「温泉資源の保護と持続可能利用」についてお話いたしました。その後は、運営事務局より
全国各地の「新・湯治」や「チーム新・湯治」に関する動きなどを紹介いたしました。

「チーム新・湯治」ニュースレター 発行元：環境省温泉地保護利用推進室 発行日：平成31年1月25日

NEWS LETTER
新しい温泉地の過ごし方をみんなで考えよう

No.1

「チーム新・湯治」の活動～190会員が参画～
中央左から、橋本栄子氏、中澤敬氏、鈴木和江氏(講師）

「チーム新・湯治」セミナーの開催

多くの人が温泉地で地域資源を楽しみ、滞在を通じて心身を
リフレッシュさせる。そして、温泉地に多くの人が訪れること
で、温泉地のにぎわいを生み出していく。このような「新・湯
治」の目指す温泉地の姿を実現するためには、多様な関係者の
連携が必要不可欠です。
「チーム 新・湯治」は、温泉地を中心とした自治体、団体、

企業等による多様なネットワークづくりを目指した取組です。
本ネットワークを通じて、温泉地において多種多様な連携が生
まれ、これまでになかった新しい取組が展開されることを期待
しています。
平成30年4月から「チーム新・湯治」チーム員を募集開始。

平成30年12月27日時点で190件の皆さまにご加入いただきま
した。温泉地に様々な視点から関わるチーム員の多様な活動、
そして、それぞれの関心をお互いに知り、理解を深めながら、“
日本の温泉地”を一緒に盛り上げていきましょう！

チーム員の募集と並行して、チーム員が集い共に学ぶ「チー
ム新・湯治」セミナーを開催しています。平成30年度は『温泉
地の滞在を改めて考える』を大テーマに、計3回のセミナーを
開催します。第1回セミナーの開催結果は、下記の通りです。

第1回 温泉地でのイマドキの湯治を考える

《表 チーム員の種別
（n=190,単数回答,12月27日時点）》

自治体, 

17.9%

観光協会

・温泉協会, 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%《表 チーム員の関心のある分野 上位10
（n=190,複数回答,12月27日時点）》

順位 分野（全26選択肢のうちの上位10） 選択者数 選択率

1 地域資源を活かしたツーリズム 140 73.7%

2 温泉地での健康増進プログラム 126 66.3%

3 訪日外国人観光客に対する取組 112 58.9%

4 温泉地間の連携 110 57.9%

5 食または料理 104 54.7%

6 温泉の効能 103 54.2%

7 自然等を活かしたアクティビティ 102 53.7%

8 温泉街等のまちづくり 96 50.5%

9
温泉地活性化に向けた
マスタープランづくり

94 49.5%

10 源泉の維持や管理 86 45.3%
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・温泉協会, 

12.1%

ホテル

・旅館, 

16.3%

団体, 

22.6%

企業, 

24.2%
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6.8%
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事例1.温泉地全体での湯治 草津温泉の新・湯治について 草津温泉観光協会 会長 中澤敬 氏

第1回セミナーの参加者で撮影

73名が参加
うちチーム員30団体・41名

事務局より 古くからの湯治に加えて、
各時代時代でその時々のニーズ
や未来の過ごし方を掴み取りなが
ら、新たな湯治、その時々のイマド
キの湯治に取り組み、その積み重
ねが現在の草津温泉の多様な湯
治へとつながっています。

草津温泉は、ドイツ人医師ベルツの考え方も採り入れながら、時間湯や森林浴など多様な湯治スタイル
を有する『湯の街草津』と『高原リゾート草津』の二つの顔を確立するとともに、多様な宿泊施設が存在す
ることで、いろいろな角度から温泉に慣れ親しんでもらえるようになったとのこと。予防医学の見地から、温
泉に浸かり、病気になる前に違う環境でリフレッシュし、医療費を下げ、日本を健全な社会へとしていく
ために、「新・湯治」は非常に重要であり、これから草津温泉では『3日湯』『5日湯』を提案し、長期滞在
を狙うとのこと。また、高齢化社会を明るく捉えてCCRCと温泉地を結びつけ、仕事をリタイアした人たち
が第二の人生を楽しめる街づくりを、いろいろな温泉地で取り組んでいく必要がある、とのことでした。

平成31年1月25日に「温泉地における取り組み～環境と財源の視点から」として、
東山温泉くつろぎ宿（福島県会津若松市）、阿寒湖温泉（北海道釧路市）から事例紹介を
いただきました。新・湯治が目指す「主に温泉入浴を中心とした療養」を含みつつ、
「温泉地全体を楽しみながら、心身ともにリフレッシュ」できるよう、プログラム
の舞台となる温泉地の滞在環境に焦点を当てて、参加者と意見交換を行いました。

「チーム新・湯治」ニュースレター 発行元：環境省温泉地保護利用推進室 発行日：平成31年3月22日

NEWS LETTER
新しい温泉地の過ごし方をみんなで考えよう

No.2

「チーム新・湯治」セミナーを開催！
チーム員が集い共に学ぶ「チーム新・湯治」セミナーを開催

しています。平成30年度は『温泉地の滞在を改めて考える』を
大テーマに、第2回、第3回セミナーを開催しました。

第2回 温泉地を『リフレッシュできる環境』に再生する
52名が参加
うちチーム員32団体・39名

事例1．東山温泉での３旅館一体同時再生と
環境に関する取り組み【民間の視点から】
株式会社くつろぎ宿(じゅく)代表取締役社長 深田智之氏

事例2．阿寒湖温泉における滞在環境づくりと
財源確保に関する取り組み【行政の視点から】
釧路市産業振興部阿寒観光振興課課長 秋葉薫氏

事務局より くつろぎ宿は、平成30年に、会津若松市、東山温泉観光協会
と３者協定を結び、倒壊の危険のある休業旅館の解体・撤去費用を負
担。旅館単体ではなく、3旅館を統合し一体再生を図るとともに、温泉
街の「面」として魅力を創出し活性化を図ってきた長年の取組の上に現
在の対応がある（ターゲットを明確にし、ビジョンに沿って経営） 。

事務局より 阿寒湖温泉は、『阿寒湖再生2010プラン』、『阿寒湖
温泉創生計画2020』を策定し、滞在環境づくりに計画的に取
り組んできた。また、釧路市では、平成27年4月より入湯税の超
過課税を導入。入湯税引上分を基金として積立て、「国際観
光地整備事業」、「おもてなし事業」を実施中。

よそ者として3旅館一体同時再生を引き受け、もともと会津が持っている
良いものを提供するにあたり、一度良いもの悪いものを見極めた上で収
益改善を意識して経営。スタッフに対して収益が一番大事と言い続け、
販売単価を上げていくとともに、東山温泉の皆で単価を上げてまちづくり
の原資や好循環をつくり出そうと、地元における東山温泉の旅館への評
価を変化させる機会の創出を意識して再生を進めた。休業旅館等の解
体撤去は4件目で今回は3,000万円程負担。一民間企業ではあるが、
目の前にあって、お客様からのお声がある中で対応しないわけにはいかな
かった。行政には、今回の件のように民間企業が活用できる仕組み、環
境を作ってもらえることが大切。会津のみならず日本には良いものが一杯
ある。それらを活用して、今生活している一人ひとりが生き生きと元気に
生きられる地域、国にできるよう、日々取り組んでいるとのこと。

2020年を目標年次とした計画において、目指すべき3つの法
則（国際化、個性化、環境志向）を包括する言葉として、自
然と共生するアイヌスピリット、アイヌ文化を地域のカラーとして位
置け、そのもとで滞在化を目指すこととした。目指すべき姿は「世
界に誇る“森”と“湖”、そして“温泉”」。10割に近い人が一泊し
かしないという現状から、長期滞在できる阿寒湖温泉を目指し
目標を設定。釧路市による入湯税の超過課税や国の政策を
背景に、滞在化に向けて、高額なツアーの実施に取り組む。ま
た、自己を高め、自己再生と言う形のリフレッシュに向けて、自
然とアクティビィティと異文化体験の要素を活かしたアドベンチャー
ツーリズムにも取り組む。いろんな「WOW！」を揃えることが新し
い環境整備であるという。

質疑応答／意見交換会
環境の価値と単価 横浜商科大学教授大野正人氏からは、深田氏の目指して
いるのは、地域全体で旅館とまちが一体で価値を生むようにしていくことで、環境が
価値、単価に結び付けられる要素が他にもあるのでは、とのご意見をいただきました。

入湯税の超過課税 100円引き上げの基準については、秋葉氏からは、宿泊単
価に応じるため三段階で検討したが、税なのであまり複雑な体系は望まれない。で
きるだけわかりやすく理解されやすい形で制度設計する必要があり、アンケート結果
等を勘案して100円を上げた。制度の複雑化を避けるため、段階的なものを採用
することはしなかったとのこと。

インバウンド 深田氏からは、お客様は安さを求めているが、本当は良いものを求め
お金も使いたがっている。付加価値のあるものを提供すれば満足していただけるし、
こちらにもリターンが増え、皆がハッピーになる。インバウンドは、気持ちよくお金を使っ
て楽しむ日本人のライフスタイルに憧れるようにすべきとのご意見をいただきました。

温泉の魅力 秋葉氏からは、温泉の魅力を打ち出した取組は無かったが、アクティビ
ティで冷えた体を温泉で癒せるという循環が阿寒湖温泉の魅力だということはお客
様から認知されているとのこと。深田氏から
は、大衆旅館において唯一無二の強みを
打ち出す戦略を出すのは難しいが、皆で客
観的に考え、してはいけないリストを作り行
動に移す。時間や金銭面に関しては、誰が
責任を取りどうしていくかを解決策として着
手すればよいのでは、とのことでした。

*第2回・第3回セミナーの資料は、環境省HPの
「チーム新・湯治」WEBページで公開しています

https://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/spa_team.html

（一部のみ紹介）

第2回 交流会風景

チーム員の紹介・活動報告
～株式会社SAGOJO～

SAGOJOさんは、企業と “スキルのある旅人” をマッチングし、
『旅をシゴトにする』機会を提供している会社です。SAGOJOさ
んに登録されている旅人は、現在約13,000人。旅人の強みは、
「その地域にないスキルを提供できること」、そして「その土地の魅
力を旅人目線（ユーザー目線）で発信できること」。旅人1人
ひとりにスキルや特徴があり、最適な旅人とのマッチングをおこなっ
ています。具体的には、クライアント（旅行関係の企業や自治
体など）からの依頼を受け、適切なスキルを持った旅人を派遣
し、取材記事の作成やプロモーション動画の撮影などを実施して
います（導入企業・自治体は200以上）。トライアルステイとし
て、1週間～1ヶ月間、実際に地域に滞在し、新しい地域資源
の発掘やPR（記事や動画で発信）、地域のお仕事のお手伝
いなどをされています。クライアントは旅人目線で書かれた記事や
動画を地域のプロモーションに活用したり、発信力のある旅人に
SNSなどで拡散してもらう一方で、旅人はSAGOJOさん経由で
報酬を得る仕組みです。
SAGOJOさんにご関心のある

方は、下記HPの問い合わせ欄、
あるいは「info@sagojo.link」
まで是非ご連絡ください。
https://www.sagojo.link/business/form意見交換会の様子

④「チーム新・湯治」チーム員への情報発信・提供

 平成３０年度は、ニュースレターを２回発行。
 セミナーの開催結果やチーム員の活動状況等を紹介。 ※セミナー資料もHPで公開中

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告
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3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

Vol.1（8月） Vol.2（9月） Vol.3（10月） Vol.4（11月）

１．最近の環境省
の取組み

～全国「新・湯治」効果測定調査プロ
ジェクト参加温泉地を募集！

①チーム員名簿（簡易版）の公開に
ついて
②新・湯治セミナー in 阿賀野市 の
開催について（10月19日）

①平成30年度 新・湯治セミナーのご
案内
②チーム員名簿（詳細版）及びバ
ナー画像の公開
③温泉熱利用設備の導入等に係る
補助金の紹介

①平成30年度 新・湯治セミナーのご
案内【再】（講師が追加になりました）
②新・湯治セミナー in 阿賀野市 報
告
③全国「新・湯治」効果測定調査プロ
ジェクトの現場から（開拓ふくろふ乃
湯・北海道温泉研究会）

２．チーム員から
の情報提供・案内

「チーム 新・湯治」運営事務局の紹介

③スパ&ウエルネス ジャパン2018

開催 （9月10-12日）
※UBMジャパン（株）主催
④一般社団法人ONSEN・ガストロノ
ミーツーリズム推進機構様からの案
内

④高齢者入浴アドバイザー協会様
からのご挨拶
⑤アニメツーリズム in 岐阜様からの
ご挨拶
⑥ONSENアカデミアの開催につい
て（11月10日（土））
⑦健康と温泉フォーラム 月例研究
会のお知らせ（11月15日（木））

④健康と温泉フォーラム 月例研究
会のお知らせ（12月21日（金））

３．その他案内
メールマガジン配信希望内容の募集に
ついて

－ －

Vol.5（12月） Vol.6（1月） Vol.7（2月） Vol.8（3月）

１．最近の環境省
の取組み

① 第１回「チーム 新・湯治」セミナーの
開催結果について
② 第２回「チーム 新・湯治」セミナーの
開催について

① 第2回、第3回「チーム 新・湯治」
セミナーの開催について【一部再掲】

①「温泉熱の有効活用促進セミナー」
のご案内
② 第2回「チーム 新・湯治」セミナー
の開催結果について
③ 第3回「チーム 新・湯治」セミナー
のご案内

① 第3回「チーム 新・湯治」セミナー
の開催結果について
②「温泉を活かした健康作りフォーラ
ム」の開催結果について
③2019年度「チーム新・湯治」活動
予定について

２．チーム員から
の情報提供・案内

③「温泉を活かした新しい健康作り
フォーラム」の開催について
④一般社団法人日本温泉協会より「温
泉検定」のお知らせ
⑤健康と温泉フォーラム 月例研究会の
お知らせ（１月22日（火））
⑥UBMジャパン株式会社より
第１回セミナーの紹介及び 「健康博覧
会2019」 のご案内

② チーム員の『ヘルスツーリズム認
証』取得について
③ 旅して日本プロジェクト（温泉総選
挙2018事務局）からのお知らせ
④ 健康と温泉フォーラム 月例研究
会のお知らせ （１月22日（火）、2月
14日（木））

④ 株式会社SAGOJO様の取組みに
ついて
⑤ BIGLOBE旅行（みんなで選ぶ 第
11回 温泉大賞）からのお知らせ
⑥ 健康と温泉フォーラム 月例研究
会のお知らせ （2月14日（木））
⑦ 日本温泉協会からのお知らせ
（「お風呂でのエチケット」ポスターに
ついて）

④ BIGLOBE旅行（温泉大賞アンバ
サダー）からのお知らせ
⑤ 健康と温泉フォーラム 月例研究
会のお知らせ （3月26日（火））

３．その他案内 － － － ⑥ 観光庁からのお知らせ

3. 「チーム新・湯治」平成30年度活動報告

 平成３０年度は、メールマガジンを毎月発行(計８回)。


